［第５７回九州地区英語教育研究大会　第５分科会］
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長崎県立長崎西高等学校

教　諭　　高　木　　保　欣
（１）はじめに

　①ディベートとの出会い　：　１３年前、ＥＳＳ部の顧問として。刺激的な先輩に恵まれて。 

　②ディベートとは　

　　［生徒の認識］・・・みんなで集まって話し合うこと？言いたい放題の口げんか？何となく議論を戦わせるんだな。日本語でだって難しそうなのに、英語でディベートなんてできるわけがない！
　　［実際は］・・・第三者を説得するゲームである。ゲームなので、サッカーや将棋と同様、きちんとしたルールがあり、勝ち負けがある。日本語であろうが英語であろうが、基本的考え方は同じであって、表現の手段としてどの言語を選択するかに過ぎない。逆に単なる英語のスピーチとは違う。
　③今、なぜディベートなのか？

　　　通常、ディベートでは政策論題をテーマとして扱い、賛成・反対のどちらかの担当になるかは、試合の直前に決まることが多い。また、各種のディベート大会では賛成・反対両方の立場で試合を行います。このため、確実に相手に勝利するためには、自分の固定観念をいったん横に置いて、問題の背景について十分なリサーチ・考察を行い、ジャッジに分かりやすく内容を伝える工夫をすることが求められます。　　　　従って、自らの考えや主張を一方的に流暢な英語（繰り返し練習して覚えこんだ原稿）で伝えるだけの英語スピーチとは異なり、複合的な能力が要求されるとともに、そこで得られるスキルもまた多様なものがあると確信します。このようなディベートを通して得られるスキルは、現代社会を行きぬくために必要なスキルが含まれているのではないでしょうか？
（２）ディベート大会に向けた取り組み

　①九州地区高等学校英語ディベート大会長崎県予選に向けた取り組み

　　参加生徒：語学部生徒＋有志生徒　

　　平成１８年度と１９年度に参加。

　　平成１９年度　論題　All primary and secondary schools in Japan should have classes on Saturdays. 
　②佐賀大学杯高等学校ディベート選手権大会（英語部門）に向けた取り組み

　　参加生徒：語学部生徒＋有志生徒

　　平成１７年度から毎年参加。

　　平成１９年度　論題 It is good for Japan to promote the use of bioethanol in cars.　
　　　平成１９年度から日本で初のパブリック・ディベートの形式を導入した大会となり、質疑応答と反駁が組み合わさった形式で、これまで以上の英語運用能力が求められた。準備期間は２ヶ月。
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（３）ディベート的視点を採り入れた授業実践　

	［仮説の設定］

学習指導要領において、実践的コミュニケーション能力の養成が掲げられてかなりの年月が経ったが、実践的コミュニケーション能力とは単なる表面的な英会話能力でないことは自明のことである。批評思考（Ｃｒｉｔｉｃａｌ　ｔｈｉｎｋｉｎｇ）の欠如が日本語話者が英語を習得しようとする際の障害になっており、英語を匠に使いこなせるようになるには、英語話者が英語を用いる際の論理―すなわち批評思考―を踏まえ、それと一体化させて学ぶことが有効なのではないか。言い換えれば、「読むこと・書くこと・聞くこと・話すこと」という英語の基本４技能と、さらには生徒の知的枠組みの拡大・視野の拡大・総合的人間力の向上を図るにはディベートを採り入れた指導が効果的なのではないか。　


［３－１　仮説検証のため実践報告その①］
■英語Ⅱ・Ｒｅａｄｉｎｇの授業における実践

・・・・情報受信者の立場から情報発信者の視点へと転化させていく！

　英語という言語を通して自らの考えや想いを的確に伝えたり、英語で議論ができるようになるには、英会話学校的な会話力が備われば可能ということは決してない。自らが情報を発信できるだけの能力を身に付けるには、まずは、的確に情報を受信することができる能力、そして自分にとって必要な情報を吸収し、自らの知的枠組みを拡大させることも必要不可欠なことであろう。そのためには、様々なジャンルの英文を読んでいく中で、知識を吸収し、考える力を身に付けることが必要であろう。さらに、読み手としてそこに何が書かれているのか、筆者はどのような手法で自らの主張を読者に理解し納得させようとしているのかを意識しなければならない。そのことが結果としては、自らが書き手や話し手となって自分の考えを表明しようとする場合に生きてくるのである。そのような視点から、英文を「読む」という活動を位置づけてみた。このような活動は、３年次に行うディベートや本格的な自由英作文の指導の前段階と位置づけることができると思う。

ここで、考えてみたいのは、先述した、△ロジックのパターンになぞらえると、英文の主張（クレーム）を展開するパターンは大きく次のような３つのタイプに分類できるのではないだろうかということだ。後ほど詳しく掲載しているが、読解の授業でも常にパラグラフという単位に目を向け、その中でのロジックを意識させる姿勢を刷り込むことを徹底させたい。このような取り組みは、決して高度な英文素材を使用しなくとも、生徒の学力に応じて、比較的平易な英文を用いて授業を行うことも十分可能であると思う。

	1 演繹型（正三角形）：クレーム　⇒　データ
     According to JT, about 20 percent of American adults are smokers.  The smoking rates for Japanese adults are almost the twice, and these are the highest among industrial nations.  We can rather find a counterpart in underdeveloped nations.  Surprisingly, it is very common to see Japanese teenagers smoke in public.  Japan can be called a smoking paradise.
②帰納型（逆三角形）：データ　⇒　クレーム
2      It is universal practice to value men’s work more highly than women’s work.  According to Margaret Mead, no matter what the men’s work may be, people in primitive societies value it more highly than the women’s work.  This is true of developed societies,too.  The United States has never had a female President, nor has Japan never had a female Prime Minister.

3 反論型（菱形）：　対立命題　⇔　クレーム　⇒　データ
     Many environmentalists maintain that we should build more refuge dumps to solve trash problems.  They ring an alarm about the space for landfills running out.  But I don’t think that building dumps is fundamentally a good idea.  It is rather landfills that make people irresponsible and optimistic about garbage disposal.  More landfills would mean more trash.  A famous temple in Kyoto removed all the trash cans in the precincts, and as a result, visitors had no place to dump, and trash decreased sharply.


　以下の教材は、昨年度実施した英語Ⅱの授業で使用した教材とその主な内容である。英語Ⅱは週４単位で教科書２単位・読解演習２単位という時間配分で行っており、昨年度は英語Ⅱでは、『Ｃｒｏｗｎ　Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＳｅｒｉｅｓⅡ』（三省堂）を使用し、読解演習では桐原書店『現代を読む』を使用した。今年度、３学年Ｒｅａｄｉｎｇにおいては、『Ｒｏｖｉｓｉｏｎ　Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｒｅａｄｉｎｇ』（桐原書店）と『Ｕｐｌｉｆｔ　英語長文読解　標準編』（Ｚ会）を使用した。

＜読解教材Ⅰ＞

¶１ The press all over the world heavily covered the announcement last year that, for the first time ever, a group of scientists had successfully cloned an adult mammal ―― a sheep named “Dolly.”  The news was followed quickly by *editorials questioning whether science had “gone too far”, and cautioning that people shouldn’t “play God.”
¶２  So what has made so many people nervous and annoyed about cloning, particularly human cloning?  Is the prospect of genetically identical people running around so horrifying?  Tell that to a pair of *identical twins!

¶３  I think part of the uproar over cloning is that many people simply don’t understand what it is.  They seem to have it confused with genetic *alternation, another technology that’s creating a *stir.  For example, after the Dolly announcement, a poll was taken in the U.S. asking people if they would eat the meat of a cloned cow.  Seventy percent said no.  This is in spite of the fact that a cloned cow would simply be an exact copy of an otherwise ordinary cow and there would be no reason whatsoever to worry about the safety of its meat, unlike that of a genetically altered cow.  

¶４　 In addition, there appears to be confusion in some people’s minds about the relationship between genetics and personality.  Some of the sensational stories that appeared in the media talked about scenarios in which people would clone evil dictators like Hitler, or great athletes like Michael Jordan.  It’s important to remember, however, that there’s no guarantee that a clone of Michael Jordan would even be interested in Basketball!  You only have to look at identical twins to see that two very different personalities can emerge from exactly the same genes, especially when the two children have been raised apart.

¶５　 When you get right down to it, the ultimate question surrounding human cloning is “why bother?”  I find it very hard to think of a situation in which cloning a person would have any value, or solve any problem that cannot already be solved by other means.  On the other hand, I think cloning of plants and animals will prove to be an incredibly valuable technology in the years to come, particularly in the production of food and medicines.  It would be foolish at this stage to let groundless fears about the technique prevent scientists from using it to better our lives.

（桐原書店『テーマ別攻略　最新頻出長文問題選』より引用）
	＜生徒の活動＞

［Ａｃｔｉｖｉｔｙ１］本文を日本語に訳しなさい。（単語は辞書で調べてよい。）

　　　　辞書で調べた語彙は、ノートに単語・発音記号・品詞・本文中での意味を書き出すこと。

［Ａｃｔｉｖｉｔｙ２］各パラグラフごとの要旨（主張）を抜き出し、英文の要旨を５０～７０語の英語で述べなさい。本文中の語句を用いてもよいが、本文をそのまま抜き出さないこと。
［Ａｃｔｉｖｉｔｙ３］本文についてのあなたの考えを３０～４０語の英語で簡潔に述べなさい。

	＜授業展開＞

基本方針　

・より良い情報発信者となる前提として、的確に情報を読み取る能力を身に付けるとともに、考える材料となる知識を身に付ける。

・基本は古典的な文法訳読式の授業。基本的スタンスとして、明治維新以降の情報受信型の教育で功を奏した文法訳読式の授業の価値は認め、それだけで終わらせないような視点を持つ。
授業展開とその意図
・基本は文法訳読方式。

・パラグラフごとにトピックセンテンス＜主張＞を意識させる。＜主張＞―＜具体例＞―＜再主張＞、＜抽象＞→＜具体＞、＜譲歩＞⇔＜対立＝主張＞といったようなパラグラフ内の情報構造に意識を払い、訳読だけに終わらない。言い換えれば、先述した［クレーム・データ・ワラント］から成る△ロジックを意識させることだとも言える。どこが大切で、どこはさっと読み流してよいのかというメリハリを付けさせる。
常に、＜予測＞⇒＜修正＞⇒＜予測＞⇒＜修正＞．．．．というプロセスを踏むことこそ本当の意味での読解であることを強調する。→　真の速読力につながる視点からの指導！

・書き手がどのような手法で読者に対して自らの主張を提示していくのかを意識させる。

　→　最終的に情報発信をする際の手法を身に付けさせる！

・最終的に各パラグラフごとの要旨をつなぎ合わせることで英文全体として筆者が何を言いたいのかを要約する。評論系の英文の場合、必ず１００字程度の日本語で要約をさせるようにしている。時間の許す限り、生徒の要約を添削もしくは、採点して、返却するようにした。
・教科書の英文では素材によって難しい場合もあるが、現代社会を取り巻く諸問題を扱っている英文の場合には、できる限りその内容についての生徒たちの意見を求めるような活動を採り入れることで、批評思考の基本を確立させたいところだ。このような活動は時間的な制約があって頻繁に行うことはできないが、できる限り実践することによって、３年次のディベート活動へとつなげることができたと確信している。

・音読やシャドーウィングを積極的に取り込むことで、本文の内容を英語のレベルで生徒たちに内在化させたいと考えた。特に、復習での音読を重視した。このような評論文の場合、各パラグラフという単位で、英文のロジックをイメージしながら繰り返し音読させることによって、リスニング力、速読力の養成とつながることは言うまでもなく、自らが英語で情報発信をする立場となった場合に、より結束性のある論理的な英文を書いたり話したりすることができると考えるからだ。ディベートなどでの立論や反駁作成時にこのような取り組みが効を奏すると確信している！⇒Ｆｌａｓｈｂａｃｋ方式の復習の実践！


	【パラダイム】（常にイメージさせる！

　¶１　クローン技術によってクローン羊が成功したという報道がなされた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　倫理上の問題提起を新聞の社説が行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　¶２　＜具体的問題提起の内容＞

　　¶３　多くの人々の間に根拠のない不安がある。（データの提示）

　　　　　クローン技術と遺伝子組み換えを混同している。　（具体例）　世論調査の結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　

　　¶４　遺伝子と人格の関係について人々の誤解がある。　（具体例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　¶５　動植物のクローンは近い将来、価値ある技術となるだろう。

　　　　　ゆえに、現時点で根拠のない不安で、その利用を妨げるべきではない。（クレーム）


【Ａｃｔｉｖｉｔｙ２：英語による要約例】

①   Many people have groundless fears about a cloning technology.  Some people seem to confuse cloning with genetic alternation, and others misunderstand the relationship between genes and personality.  But the technology will be of great value in producing food and medicines in the near future.  Therefore we shouldn’t stop scientists from making use of it to improve our lives. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （５８　words　）

②   Many people have been worried about a cloning technology without good reasons since the news of a cloned sheep was announced, but the technology will be of great value in some areas, such as in the production of food and medicines.  That’s why we shouldn’t stop scientists from taking advantage of it to make our lives better. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７ｗｏｒｄｓ）

【Ａｃｔｉｖｉｔｙ３：自分の意見を表現しよう！・・・生徒の感想文より抜粋】

英文読解で情報を受け取り、知的枠組みを拡大するだけではなく、自ら英文の中で主張された事柄に対してどう考えるのかを伝える活動を採り入れる。まさに、＜受信＞⇒＜発信＞というコミュニケーション活動を行わせるようにした。　　

     I’m against “human cloning”, because it makes a lot of people be confusion. But I think we have to know much information about cloning.  We should do cloning for the public benefit.          (K.I) 

I’m against “human cloning’. I think the profits of cloning for better our lives are so wonderful, but are those always good for the earth? I don’t think so. Cloning of plants and animals may be valuable for human. But cloning them that had been dead is unnatural for the earth.　　　                  (A.F) 

    I am against “human cloning”. Because I think it is dangerous to clone.  If we can’t make perfect cloning, what should we do? It has a life! Can you kill it!?  That’s why I am against “human cloning”.       (M.I)

    I am against “human cloning”. Because I think it make people not respect life. In “human cloning”, we can make new life easy. But babies have been born through their mother’s hardships for a long time. We think life is precious because of that.   　　　                                             ( I.K)

    I am against “human cloning “. Because I have fear from two men who have same appearance if they have different personality. I want scientists all over the world to study about clone to teach everyone what clone is.                                                                           (M.S)

I’m for human cloning because in Japan has been the cause of less children. If we used this technique, perhaps this problem might be solved. Though the fear is that there is no knowing what will happen in that case.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(H.K)

    I’m against “human cloning”. It’s because too many people have been confused with is not true. It’s not easy to change their minds. If you should do so, you’ll cost huge money with advertisements or commercials, and so on.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(S.Y )

［３－２　仮説検証のための実践報告その②］
（１）Ｓｕｐｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　Ｈｉｇｈ　Ｓｃｈｏｏｌ　事業（以下略称ＳＳＨ）との連携

　　長崎西高校では平成１８年度より文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール事業の指定を受けた。本校では、理系コースの生徒だけでなく、全てのコースの生徒が何らかの形でこの事業に関わっている。その中で、文系コース（ヒューマンコース）では、科学的探求心と論理的思考力を養成することを目的として、週１単位の西高サイエンスアーカイブ計画（通称Ｍ３）という時間が設定されている。カリキュラム上は総合学習の時間として扱われている。この時間を利用して、１・２学年の文系コースでは、英語で書かれた科学に関する評論文を読み、現代科学が抱える諸問題についての洞察を深めている。このような流れの中で、今年度は、３学年文系コース（２クラス）は、前期にディベート活動を採り入れることとした。　
	Mission3：『西高サイエンスアーカイブ（ＧＳＳ）』
［目標］　　論理的思考力の向上のため、ディベート活動を導入し、人文科学・社会科学・自然科学を横断的に捉え、これからの時代を生き抜く力を身につけさせる。

［担当者］高木保欣（授業１０時間担当）

［生徒数］３年１組　男子１９名　女子１９名　計３８名　（文系コース習熟度の高いクラス）

３年２組　男子　９名　女子２６名　計３５名　（文系コース）


■実施概要

(1)　生徒数、時間、形態
　　　３年１組と３年２組で、毎週１単位ずつ実施した。

(2)　指導内容及び生徒の様子

　　２年次までの英語の科学評論読解を通して得られた知識をもとに、様々なテーマについてその是非を問うディベートを採り入れた活動を行った。テーマは、科学に関わる内容にとどまらず、「ＩＴ革命において、新聞がインターネットに取ってかわることの是非」、「スペインの闘牛は動物虐待と言えるか」などの論題について、班ごとに賛成、反対の立場から各自の主張を展開していくという形式を取った。　

表１　Mission③「サイエンスアーカイブ」実施計画
	
	実　施　予　定（３年１組）
	実　施　予　定（３年２組）

	１

学期
	4/15 ・ガイダンス

4/23 ・準備活動①

5/ 7 ・準備活動②

5/20 ・ディベート準備（班別活動）

5/30 ・ディベート準備（班別活動）
6/11 ・ディベート準備（班別活動）
6/18 ・ディベート準備（班別活動）
6/25 ・ディベート準備（班別活動）
7/ 4 ・ディベート本番

7/ 7 ・ディベート本番
7/15 ・ディベート本番

9/1  ・問題解決学習
	4/15 ・ガイダンス

4/23 ・準備活動①

5/ 7 ・準備活動②

5/20 ・ディベート準備（班別活動）

5/30 ・ディベート準備（班別活動）
6/11 ・ディベート準備（班別活動）
6/18 ・ディベート準備（班別活動）
6/25 ・ディベート準備（班別活動）
7/ 4 ・ディベート本番

7/ 7 ・ディベート本番
7/15 ・ディベート本番

9/2 ・問題解決学習


（1） 準備活動①
単純な議論を通して、自分の主張を展開する基礎訓練を行う。徹底して立論作成のための型を習得する。
ディベートには論証責任（burden of proof）という概念がある。文字通り “How and Why?” （どのように、なぜ）を論証する責任のことであると言える。

	［クレーム・データ・ワラント］からなる△ロジックを意識させる！

→この姿勢は長文読解でも求められる姿勢！早い時期に読解を通して刷り込んでおきたい。
　　　　　◎クレーム（Ｃｌａｉｍ）＝最も言いたいこと・主張を表す！

　　　　　◎データ（Ｄａｔａ）＝自分の主張（クレーム）を文章であれば読み手に、ディベートなどであれば聞き手に納得させるための具体的事例など

　　　　　◎ワラント（Ｗａｒｒａｎｔ）＝データを挙げる根拠など。


　　　（例）以下の文をクレームとして、データ・ワラントを挙げて論証しなさい。
　　　　　①「彼は東大に合格するだろう。」
　　　　　　　　→彼は偏差値８０を超えている。（データ）

　　　　　　　　→東大の偏差値は７５である。（ワラント）

　　　　　　　「彼は東大に合格するだろう。」

　　　　　　　　→Ｓ台模試でＡ判定が出た。（データ）

　　　　　　　　→Ｓ台模試の信憑性は高い。（ワラント）

　　　　　② Smoking is harmful to health.

　　　　　③ English is difficult to learn than Chinese.

　　　　　④ I like a plane than a bullet train.

       ⑤ Married women are happier than single women.
   ②~⑤のクレームに対しては、実際に英語でデータとワラントを書かせることによっていわゆるワンパラグラフエッセイを書かせる練習も兼ねた。ワンパラグラフエッセイだと大体語数が４０語ていどになるため、この段階を数多く練習するだけでも自由英作文対策としてはかなり効果があるのではないだろうか。実際のディベートにおける立論作成もこの延長線上にあるに過ぎないことをこの段階で生徒に理解させておいた。さらに、反駁の練習としては、各自が書いた作文を交換させ、その内容に突っ込みをいれるという活動を採り入れてみた。

準備活動②
　立論作成、反駁の原稿作成のためには、論理展開の型を刷り込むことと同時に、多角的な想像を鍛えておく必要がある。そのための取り組みとして、自由英作文で使われる素材を用いた活動を取り入れた。

（Ｔａｓｋ）次の英文を読み、論旨が一貫した英文になるように空所に適切な英文を書きなさい。ただし、文の数と語数は問わない。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）  I used to drive to work, but last month I started commuting by bicycle.  I did this for three reasons.  First,　　　　　　　　　　　　　　　  Bicycling five miles every day ---- Monday through Friday ---- rain or shine, develops many different muscles, strengthens your respiratory system and helps you lose weight.                               Finally, it saves time.  It’s a lot easier to get around on a bicycle in rush-hour traffic than it is to get around in a car.
　　
（２）  When I travel abroad for the first time, I would rather travel alone than with family or friends.  Traveling alone has many advantages. First, ①      　　　　　　　　　　　       .  For example, if I travel alone, I can go to just the places I want to visit.  On the other hand, ②   　　　    　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           .  Second, traveling alone will give me more opportunities to improve my foreign language speaking skills.  ③         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         .  In conclusion, I would prefer to travel alone rather than with family or friends.
（3） 　　Since a telephone call is quicker and easier, people are generally beginning to forget the benefits of letter writing.                                                  For these reasons, there are still many people who prefer letter writing to other means of communication.

（２）ディベートの形態
 通常のディベートでは、肯定否定それぞれの側からの立論、質疑応答の後、第一反駁、第二反駁と反駁は２回続くが、今回は授業の一環であるということと、ほとんどの生徒がディベートは初めてということを考慮して、正規の形式にはこだわらず以下のような形態を取った。

	＜The procedure of debating＞

① Affirmative Construction Speech   3 min. 

   Preparation Time   2 min.

② Negative’s Cross-Exam of the Affirmative Speech  3 min.

   Preparation Time   2 min  

③ Negative Construction Speech  3 min.

   Preparation Time   2 min 

④ Affirmative’s Cross-Exam of the Negative Speech 3 min. 
　Preparation Time   2 min
⑤ Negative Rebuttal and summary 2 min.

   Preparation Time   2 min 

⑥ Affirmative Rebuttal and Summary  2 min. 　　　　 Total Time 26 min.


　上記の過程を生徒に理解させるための準備活動として、実際の英語ディベート大会のＤＶＤを見ることや、個々のプロセスについての詳細をＡＬＴの協力を得て、以下のような内容で説明した。
	＜Preparations for Debate＞

You will need to prepare in the following ways:

Learn the vocabulary (affirmative, negative, cross-examination, rebuttal).
① Think about your own opinion of the matter.

   You might be on the team for the side you do NOT agree with! Understand how your opinion makes you biased. Don't ignore arguments simply because you don't agree. Brainstorm and write down ideas that may support your team.

② Research the issue.

   Look for information about the issue in the library, and on the internet. Decide what information is useful to your argument, and what is not. Keep the main arguments and studies about the issue in mind, even if you don't use them. Don't ignore research just because you don't agree. Also find the research that supports your opponent's team.

③ Create your argument.

   Write your Affirmative/Negative speech using the research you feel is useful. There is a separate handout titled “How to Write a Debate Speech”. The speech should be clear, logical, and talk about supporting evidence (research, studies, etc). (hazu)

④ Write questions you should ask the other team.

   Your research should show you what the main points of discussion in the debate are. You should write some questions about the major arguments of the competition. 

⑤ Write answers to questions the other team may ask you.

   You should know enough about your argument, and the research that supports the other team, to think of some questions the other team might ask you. You should prepare short answers to those questions.

⑥ Affirmative Rebuttal and Summary  2 min. 

 


	 ＜役割分担＞　※各班は３～４名で構成。

①立論発表者 （　　　　　　　　　　　）

②質疑者   　（　　　　　　　　　　　）　

4 駁者　（　　　　　　　　　　　）

4� 補佐役　（　　　　　　　　　　　）　※３名の班は補佐役は無し。


（３）　ディベートの論題
	《論題１》

The Japanese government should change present laws so that young people will be officially accepted as adults, when they reach the age of 18, and be given the various rights they cannot be given now until they become 20.


	《論題２》

These days the sales of printed newspapers are declining in many countries. Newspapers should be replaced by the Internet within the next 10 years. 


	《論題３》

   It is good for senior high school students in Japan to have a cell phone.


	《論題４》

　　In recent years the Japanese Ministry of Education, Culture, Sports, Science, and Technology (MEXT) has been encouraging public elementary schools to provide English conversation lessons during the periods devoted to General Studies. This has led to widespread discussion concerning whether English should be made a compulsory subject at the elementary level.




    ここまでの《論題１》から《論題４》までは、ディベートの論題としてよく提示されるテーマなので、生徒たちも立論作成や反駁の内容を予測する際にそれほど難航せずにこなすことができていたようであった。
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	《論題５》

■最近一部の鉄道会社が，夜間のみ女性専用車両を設け，次のようなお知らせを出しました。この女性専用車両の導入の是非について、指示された立場であなた方の主張を展開させなさい。
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　この女性専用車の導入の是非に関わる論題は、２０００年の早稲田大学法学部で実際に出題された自由英作文のテーマであった。自由英作文であれば、完全に自らの考えとして賛成か反対かを述べればよいので、比較的、主張の展開は考えやすいのだろうが、ディベートの論題として自らの意見とは別に、賛成反対に指定されたいずれかの立場で主張を展開するとなるとかなり難しかったようだ。特に、反対の立場を主張する否定側の班が苦労したようである。

	《論題５》

次の文章はインターネットのあるホームページで表明された意見です。それに対して賛成・反対の指示された立場に立ってあなた方の主張を展開しなさい。

　If you are an animal lover, please spread this message.

　We must boycott everything that benefits Spain and the Spaniards: Spanish products, sightseeing in Spain, etc.

　Spain is a backward country where bullfighting, the most disgusting inhumane rape of bulls, is considered “a national sport.”
　Bullfighting is nothing but ANIMAL ABUSE. It’s not a sport. Referring to bullfighting as a sport is just as ridiculous and insane as calling “lion-eating-Christians” entertainment.

　The Spanish say “But it’s our tradition.”
　Yeah, the Spanish tradition, all right.

　The Spanish who tortured and killed thousands of innocent people in the Spanish Inquisition. The Spanish who practiced slave trading long after the Brits and Americans banned it. Bullfighting is a Spanish tradition, just like slave trading and killing Jews and non-Catholics were Spanish traditions.

　Traditions as it may be, it is an extremely cruel and uncivilized tradition. IT SHOULD BE ABOLISHED!!!
　Watching a bull being tortured and suffering a slow death is NOT a humane act.

　If you are an animal lover, please join this boycott and make your voice heard. Print out the following message and send it to the Spanish Embassy!　


　この論題が今回の論題の中で最も難しい内容であったと思う。まず、このインターネット上の書き込みと称するこの英文からどのようなことが伝えられているかを把握する読解活動が求められたからだ。この論題は、２年前に３年生を受け持ったときに理系コースのＷｒｉｔｉｎｇの授業で、自由英作文の演習問題として生徒に課した際にもいろいろと賛成反対のそれぞれの立場からユニークな考えが出てきて非常に興味深い授業となったことが今でも記憶に新しい。
（４）班別準備活動

　・班別のくじ引きにより、各論題の肯定側か否定側のいずれかが振り分けられるようにした。

・班別の準備期間は、３年生という時期も考慮してできるだけ生徒の負担とならないよう一ヶ月以上の期間を取った。でも実際はかなり難航した。授業内においては、パソコン教室と図書室を基本的に使用させ、まずは自分たちに与えられた論題に関する情報収集から始めさせ、いわゆるＢｒａｉｎ　Ｓｔｒｅａｍｉｎｇを行わせることから始めた。
まずは、日本語で構成を完成させるようにさせ、最後に英訳するという形をとった。しかしながら、現実的には、英訳するのはかなり最終段階になってからとなった。
　・それぞれの与えられた論題に関する背景となる知識や様々な情報を収集することを通して生徒の指摘好奇心を触発し、知的枠組みを拡大して欲しいというねらいもあるので、たとえ日本語であっても、十分に情報収集をする時間を確保し、班の中で、いろいろな考えを出し合わせたいと思った。　

　以下は、実際の準備シートの縮小版である。

【立論の構成を考えよう！まずは日本語で！：立論３分】

	≪論題≫

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

《論題の解釈》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

《自分たちの立場》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

《根拠・観点》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

《再主張》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	ＣＬＡＳＳ［　　］ＮＯ［　　］
	ＮＡＭＥ
	
	


【Ｉｍａｇｅ　Ｍａｐ】
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	ＣＬＡＳＳ［　　］ＮＯ［　　］
	ＮＡＭＥ
	


・ＡＬＴの協力を得て、日本語で考えながらも、徐々に英語での立論の作成へと進んでいった。この段階で、最初の準備活動で行った△ロジックに基づく基礎トレーニングを活かすことができるよう指導した。

なお、今回の活動はどちらかというと、思考力を鍛えるという側面が強いので、英訳するさいの英語上の間違いなどにはあまり神経質にならないように心がけた。

（５）いよいよディベート本番！

［論題５］女性専用車の導入の是非について
※原稿は生徒が考えたそのまま英文ですのでご了承ください。
＜Affirmative Construction Speech＞

Good afternoon.  We would like to argue that we should introduce women-only trains.
There are two reasons.

First, we can prevent a groper, in Japanese chikan.

Second, The number of false groper charge, in Japanese chikan enzai.

Now we will explain the first reason According to the data of Metropolitan Police Department in 1996, the number of groper crime was 778. However the number in 2004 is 2201. This means it has tripled.In addition, the questionnaire carried out by a group of shouwa joshi daigaku was remarkable, too. Amazingly, 68.4 % of the respondents was involved in groper crimes. Especially, it turned out that most of them, 77.9%, were involved on trains. What can we do to prevent it? We can do it by introducing more women-only trains. Kokudo koutsu shou carried out an experiment of women-only train. The result was following: the number of groper on women-only trains was zero, because no men could use it. Besides, the number of groper on NON- women-only train was also reduced. This means that the women-only train was successful.  In future, the number of groper is likely to increase, and women are in danger. We must solve this problem as soon as possible.

Next we will tell you about the second reason According to the data of Supreme Court, from 1990 to 2000, more than 200 people were tried in court mistakenly. They were saying that they had not molested. The problem is that they were told guilty even though they are actually innocent.

It is socially disadvantageous for them, because they are often looked down on and are not employed for the reason. According to people who used a women-only train, not only 90% of wemen but also 60% of men agree it for these good points.

In conclusion, we can say that it is important to introduce women-only trains.

＜Negative Construction Speech＞

Hello.　Today we would like to talk about the introduction of the women only train.

According to this information, this train is reserved for women only after 11pm on weekdays. We think that it isn’t necessary to introduce this plan, because there are two main problems with it.

One of them is that the confusion will happen.

It is estimated that other trains are crowded by that introduction because one of the trains is reserved for women only. In fact, some people are complaining that the train which is next to the women only train is crowded. There is also the case that a railroad company introduced this train, but finally reduced in scale because of bad confusion.

The other problem is that this plan will be regarded as against the sexual equality.

Some people say that this plan regards men as wrong while regards women as delicate.

Even if this plan is introduced, men can’t themselves perfectly against doubts of molestation, what is called “chikan”, because not all women take the women only train.  In fact, some men say that this plan is wrong for the sexual equality because it brings some disadvantages for men only.

Therefore, we oppose the introduction of the women only train. Thank you for listening.

［論題６］スペインの闘牛は動物虐待であるから、廃止すべきだ！
＜Affirmative Construction Speech＞

　Hello. Today I would like to talk about “BULLFIGHTING SHOULD BE ABOLISHED”. I think it should be abolished. 

First, this is because it is the animal abuse to kill a weak cow from a beginning with a sword. This is not traditional culture but just a bad habit. In fact an international animal protection group （People For The Ethical Treatment of Animals, PETA）campaigned against protest to demand the bullfighting abolition in front of a Spanish embassy in German Berlin on February 7 2008. 

Second, Spanish nations hope for the abolition, as well because in spite of decline of its popularity, the Spanish government appropriates a tax for bullfighting to maintain it. In fact, in front of a bullring of Barcelona, a protest rally to object to bullfighting was performed. About a source of revenue of the government　publicize bullfighting, and to support it, it is written that "waste our money"　on April 9, 2006. 

Third, Bullfighting is prohibited in Barcelona from this year. Because it is prohibited at the home of the bullfighting, it will be clear in future in the other areas are prohibited, so they in the world should be prohibited all at once now. In other words, from a point of view of future, the situation of the Spanish nation and a point of view of the animal protection, I think Bullfighting should be abolished. Thank you for listening to my speech.  

＜Negative Construction Speech＞

Hello. Today I would like to oppose the idea “BULLFIGHTING SHOULD BE ABOLISHED”.

Please let me tell you more about Bullfighting.

It is called TOGYU in Japanese, and not only in Spain but also many countries in Europe, it is a traditional sport. 70% of the Spanish local government body hold Bullfighting. In Spain, Bullfighting is rooted in its culture and it is regarded as one of the beautiful national festivals. Prior to Bullfighting, there had been a nobles hunting tradition which sticks wild bulls with a spear riding on a horse. I have to admit that it can be thought as a cruel thing. Yet, I believe it is not reasonable to ban Bullfighting. It is just forcing Spanish people to obey the modern view. Basically, aren’t we struggling against foreign affairs too much besides our own country? 

  Killing the bulls after all after all is to let them die in glance to pay honor to the bulls. The moment of the death is regarded a sincere time and that is why the Spanish Bullfighting is still being held for centuries. The bulls killed in Bullfighting are cut into pieces for food at once and eaten by people. Isn’t it crueler to throw away foods easily even if we can still eat them? 

You may feel it cruel to see the bulls die right in front of you, but you can realize the dignity of lives because you can see the fact that you can’t see in everyday life. We should not end up just thinking the fact cruel. The most important thing is now we feel about the life and death.

Thank you for listening.

（６）一連の活動を終えて　
　ディベートのゲームが終わるたびにそれぞれの班のメンバー全員にＦｅｅｄｂａｃｋ　Ｓｈｅｅｔを書かせ、一連の活動を終えての感想を聞いてみた。以下は、生徒の感想の抜粋である。なお、生徒が書いたそのままの英文を掲載しているので、英語表現上の誤りは訂正していない。

  I was so nervous that I couldn’t speak smoothly.  If only I had collected more dates and prepared completely!  I wanted to speak Japanese because I couldn’t speak my thought in English fluently.  I didn’t understand what it is like to debate.  It was much harder than I thought.  I found it difficult to listen to what is said in English.　　　(K.N　立論発表者)

    It was very difficult to debate.  I have never debated in English, so I couldn’t express my opinion well.  I learned how difficult to make myself understood in other language and how difficult to understand others correctly in other language.  (S.T)

  I can tell my opinion than I expected.  But it is difficult to express what I am thinking about.  And it is important to think and speak logically.  It is more important to understand the other person’s feeling than tell my opinion.    (T.T)

  I think debate in English is very difficult and thinking about things in English is very important to speak English.  This class is good experience for me to understand how difficult speaking English is.  I’m going to study English harder.   (M.M)

I think debating is too difficult because it needs to react to other side’s question and answer quickly.  I wasn’t a speaker but thought ideas hard to win as a member of my team.　　　(S.H)

  Throughout this debate, I thought the communication in English is very difficult.  I did the summary, but I can’t read my opinion in big voice.  And I can’t tell my opinion well.  I should have read with having confidence.  However, I thought it was good that I can experience the debate in English, because I seldom experience it.                                                      (K.O) 
  At first, I thought debating was easy, but I don’t now.  I found debating very difficult.  The difficult points are collecting documents, thinking about a sentence and searching construction in front of audience.  Through the activity of debating, I got logical thinking and it will help my life in future.   (O.T) 

  I made an affirmative construction speech about introduction of women only car.  I kept mind to speak loudly and slowly.  I felt that my group’s debate was probably good.  Through the activity of this debating, I knew a lot about introduction of women only car.  I have never debated so this experience was good opportunity for me.                                                           (N.M)

   In debate, it is important to cooperate with my teammates, I thought.  I couldn7t make good question time.  I wanted to make more aggressive cross exam question time.  Negative side’s summary was very logic.  I want to try again.                                                        (F.T)
  It is difficult to speak our opinion in front of everyone.  I don’t remember what I say.  Listening to Negative’s opinion is difficult, in addition.  Answering it is also difficult.  It is important to speak slowly and in a loud voice., so that audience can hear debating is difficult, but it is a good way to learn English. 　(I. K)

　さらに、最終回の授業では、ＡＬＴが一連の活動についての総括を行い、今後、生徒たちが大学入学後にも様々な場面でディベートに取り組むことを想定したアドバイスを行った。　

《ディベートを終えて、ＡＬＴからのアドバイス：Ｈａｎｄｏｕｔからの抜粋》

Debate in Your Future

I hope that everybody had a good time debating in class. I know that I have been impressed several times by the hard work, wonderful ideas, and quick thinking of Nishiko's third year students. The best part of this activity was seeing improvement in the class in every single debate. From the first debate to the last, I believe every student was able to learn something every time. 

What did you Learn?

1. Disagreeing is not bad

2. Disagreeing is important in order to make your ideas strong

3. Debate is a formal tool used to disagree

4. Debate techniques can be used to discuss informal matters, like whether to go to the mall or the arcade. 

5. What else have you learned?

In Your Future:

You will most likely use debate wherever you go. 

If you go to college　

1. professors may have discussion seminars

2. professors may ask you to write a persuasive paper

3. you will need to prepare arguments ahead of time, listen, and think for many activities

4. there will be debate competitions

5. there may be guest debates over important issues in politics, economics, science, etc

If you do not go to college

· you will need to listen, understand reasons, and ask good questions in order to be a good worker

· there will be disagreements in the workplace, and you can understand them with debate techniques

· you can use debate techniques to help people who disagree, at work or at home

How do you think you will use debate in the future?

（７）授業後の総括と改善点　
・時間的な制約はあるが、できれば一つの論題に対して肯定および否定の両方の立場でディベートを経験させる方が、物事を多角的に捉える訓練になったのではないかと思う。

・　生徒たちの感想にもあったように、それぞれの立論・反駁を作成する上で、情報収集がいかに大変でいかに重要かが分かったようである。多くの班がインターネット上の関連サイトから情報を収集していたが、インターネットの情報は、膨大な量で、信憑性があるものからそうでないものまで様々であることを学んだようだ。情報収集能力だけでなく、情報を選別する力も身についたのではないだろうか。改めて新聞や書籍の価値を再認識した生徒もいるようだ。
　・ディベートの勝敗は生徒たちにも行わせたが、どうしても自分はどちらの側の考えに賛成かで判断してしまう傾向が当初は強かったため、ディベートの本質を徹底理解させる必要があったと感じた。しかし、回を重ねるごとに徐々に生徒たちもディベートの勝敗の本質を少しずつ理解できてきたようで、後半では比較的客観的姿勢でジャッジできるようになった。
・勝敗を生徒たちにも行わせることは、生徒もディベート対戦チームの英語を聞き取らなければいけないという状況を作り上げることで、決して傍観者にならないという雰囲気を作りたかったからだ。もちろん、単純多数決ではなく、勝敗の比率はＡＬＴにかなりの裁量を持たせた。

・少々英語は間違っていても堂々と質疑応答などで英語でやりとりをしようとする姿勢が、低学力層の生徒の方に強く見られ、逆に、ある程度の英語力を持っている生徒（試験で英語の成績が良い生徒）の方が、プライドが邪魔するせいか臨機応変な対応ができなかったのではないだろうか。

・実際のクラスメートの対戦を見たり、その度、ＡＬＴからアドバイスしてもらったりしていくうちに、回を重ねるごとに生徒たちもかなり成長していったと確信できる。特に１組の最終回においては、英語は多少間違えても関心するほど堂々とした態度で自らの考えを述べ、議論を戦わせることができた。単に模擬試験や入試で点数を取らせるための指導だけでなく、大学入学後も役に立つ英語力をいかに身に付けさせるか、そしてディベートを採り入れた活動がその一助となることを確信した。
［３－３　仮説検証のため実践報告その③］

　１学期の１連のディベート活動が終わった後、９月の授業で問題解決学習という名の下に、実際の大学入試で出題された自由英作文の問題を素材として、自分の考えをまとめ、発表するという活動を行った。

　ここでは、あえて何らかのテーマにつての賛成反対を問うという単純なものではなく、政策提言型の内容の課題を課した。あえて、正解はこちらと断定できるものではなく、様々な状況を多角的に捉えるという複眼的思考の訓練も兼ねてみたいと思ったからだ。

授業展開は以下の手順である。

	○趣旨説明（２分）

○課題文を読み、自分なりの考えを指示に従ってまとめる。（２０分）

○３名の生徒を指名し、考えを板書させる。その間、周囲の生徒と答案用紙を交換させ、課題についてお互いどのように考えたかなど自由に日本語で意見交換をさせる。　（５分）

○ＡＬＴを中心にして、それぞれの生徒の板書した英文をチェックし、英語表現に関わることだけでなく、考え方の妥当性や説得力ある構成にするにはどのような工夫が必要かという視点からもアドバイスを行っていく。　（２０分）


　　　

	Ｍｉｓｓｉｏｎ３―　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｏｒ　Ｃｒｉｔｉｃａｌ　Ｔｈｉｎｋｉｎｇ＜ＴａｓｋⅠ＞

	首都圏にあるQ市では駅前のビルのスペースを利用して，市民に役立つ施設を作ることになりました。現在提案されている3つの案(childcare center，free community space，public library)のうち，あなたが最もよいと考えるものを選び，その理由を付して英語で述べなさい。どの案を選んでもかまいません。なお，以下の資料および地図は使っても使わなくてもかまいません。　　　＜制限時間２０分＞
(注意)　●７０語以上であること。
●接続詞や副詞を使って一貫性のある文章にまとめること。
●文法に注意して書くこと。


	Childcare Center
	Free Community Space
	Public Library

	◇Open on Sundays

◇Full-time nurse

◇Counseling service for parents
	◇Concert hall

◇Meeting rooms of various sizes

◇Music studios
	◇Free Internet service

◇Children’s reading room

◇Group study room
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≪添付資料：ＡＬＴ作成≫

　生徒一人１人の作文はＡＬＴが添削して返却するが、ただ返却するだけではなく、生徒の英文に見られた英語表現上の誤りや優れた英文などをプリントにまとまることによって、ネイティブスピーカーの視点からのアドバイスを生徒にも伝え、同じクラスメイトの英文を共有できるようにした。　以下が、そのプリントの原稿である。

Q City

Mission 3, Critical Thinking

Common Errors

6. The question asked by this paper is “Which kind of building should we build in this spot?” In order to answer the question completely, you must talk about which kind of building is best and why it's good for that spot. Several students forgot to talk about why the spot was important, or forgot to talk about why the type of building was important.

7. “I think it is the best to build Free Community Space nearby the station.”

X

“I think it is best to build a free community space near the station.”

O

There are three different mistakes in this sentence, and most students made at least one of them. First, when you are talking about what to do, you should not use the article 'the' in front of best. This is because the article 'the' usually means the word after 'best' will be a noun, but in this case, you are talking about something to do, which would be a verb ('build'). 

Second, “Free Community Space” is not the name of a building. It is only a type of of space. Therefore, you should not capitalize it (or public library, or childcare center), and you should use the article 'a' to indicate that there are other free community spaces available (any type of space provided to city residents for free is free community space, including parks, etc).

Third, you should not use 'nearby' in this particular sentence, because you need a preposition to fit into the spot it fills. 'Nearby' can only be an adverb or an adjective, not a preposition. So, you must use 'near', which can be either a preposition or an adverb.

Here are examples of the functions of 'near' and 'nearby'. The original sentence is like the first example:

We live near the mountains.  ('near' – preposition)

The mountains are very near. ('near' – adverb [modifies are]) 

The mountains are nearby. ('nearby' – adverb [modifies are])

We live in the nearby mountains. ('nearby' – adjective). 
Best Answers

6. This answer is good because it is written in a very logical, direct, and simple form, and because  it also has some long sentences that are put together correctly:

“I think a free community space should be built. It is expected that the building which will be built in the space will be used by many people because it is located near the station. So, the building should be something all generations of people can use. A free community space will be used by many people with ease, and many people can meet with different people there. So, I think a free community space will become a useful building for citizens.”

[#14]

7. This answer is good example of an essay in a list format:

“I think it is good if a childcare center is built in the space which is in front of the station. There are three reasons. First, it will be open on Sundays, so parents who work very hard from Mondays to Fridays can take a rest on Sundays. Second, because it is located near the station, it will be easy to get there. Third, parents can enjoy shopping without taking care of their children at the shopping center. For these reasons, I hope that a childcare center is built there.”
[#26]

8. This answer is another good example of the list format, and the English is very natural:

“I think, of the three buildings, the public library is the most useful for citizens for two reasons. First, it is very convenient for university students to study and research everything. Because the library has a group study room and is very close to the station, they can discuss subjects using a lot of books and go anywhere to collect information. Second, it is very beneficial for kids. If parents want to shop in the shopping center by themselves, they can let their kids read comic books in the library. In doing so, both parents and kids can spend their time meaningfully. For these two reasons, I think the public library is the most beneficial for citizens.”
[#8]

9. This answer is good because the sentences are long and put together well:

“I believe that a childcare center is the best plan, because the number of childcare facilities in Japan these days is not enough. If a childcare center is set up here, it will be helpful for fathers and mothers who go to work on the train on Sundays, because it will be open on Sundays and have full-time nursing. Counseling service for parents is another reason to build one, because parents will be able to know how their children spend time during their workday.”
[#28]

10. This answer is good because the sentences are long

“I think the city should build a public library in front of the station. First, there is a university nearby, so a lot of university students can come to the library and study there. Second, there are also apartments and a shopping center near the space. If the library has a children's reading room, when parents are shopping they can let their children wait there. For these two reasons, I think a public library is the best building which can be built on the space.”
[#1]

A good answer will: answer the question completely (explain both which building and why in that spot)



          be written in a recognizable format (list format, logically, etc)



          use correct, natural, and long sentences (importance in that order) 

　（授業後の総括と改善点）

　・２０分という設定はかなりハードであった。しかし、限られた時間内で課題をこなすという情報処理能力や問題解決能力はこれから社会の様々な場面で求められ力であるから、ダラダラやらせても意味がない。やはり、クラスの英語力などの状況に応じた時間設定は必要だろう。

・今回は、数名の生徒に板書という形で発表させたが、口頭での発表という形もできたのではないだろうか。

・　３つの案について、グループに分かれて、お互いにそれぞれの案のメリット・デメリットなど日本語でもいいので議論させて、生徒にいろいろな問題点などを考えさせても良かったと思う。そういう意味では、１時間のみに単発の活動で終わったのはもったいなかったと思う。

　

［３－４　仮説検証のため実践報告その④］
　長崎西高校では数年前から、定期考査において、単なる記憶力のみを試すような考査ではなく、思考力・問題解決能力を試すような出題を行うということを試みている。教科書や副教材などの指定された考査範囲からの出題が全体の８割、残りの２割は上記のような趣旨から応用実力問題としてやや難易度の高い問題を出題している。

　　以下は、今年度３学年１学期末Ｗｒｉｔｉｎｇの考査問題からの抜粋である。

	次の質問に英語で答えなさい。　　

   Situation ： Two high school students who want to support a local care home for elderly people put up several posters like the one below in their school.  However, only four students responded, so they have not yet been able to start.  

★高校生ボランティア募集！！★

場所：「ＡＢＣ高齢者福祉ハウス」

日時：毎週日曜日　９時から

人数：２５名程度（毎回来られる人）

活動内容：話し相手、食事の補助、散歩の付き添い

興味がある人は080-****-****に連絡してください。

多数の応募を待っています。
　　Instructions ： On answer sheet（Ⅱ）, suggest what they can do to increase the number of volunteers.  Write not less than 80 words in English ( one or more paragraphs ). Make sure that you include each of the following: 

　　　● why only a few students responded 

　  　　● what action ( actions ) should be taken （具体的に）

　　  　● why you think the action ( actions ) will succeed

（２００８年　慶應義塾大学経済学部　入試問題よりアレンジ）


　（考査後の総括と改善点）

・全体の出題量とのバランスもあるが、解答時間が十分に確保できずに解答できなかった生徒がいた。

・各クラスの状況にもよるが、３分の２ほどの生徒は、自分の考えを積極的に述べようとする姿勢は見受けられるが、その前段階として自分の考えている内容を正確な英文で表現するという段階に達していない。従って、Fluencyのレベルは別として、一文一文を正確に書くというAccuracyのレベルが不完全であると思う。

・限られた採点期間の中で、自由英作文の採点というのはかなりの負担となり、採点者によって採点基準のブレが生じ、採点の客観性が保証できないという問題は克服すべき問題点ではある。

［３－５　仮説検証のため実践報告その⑤］
■Ｗｒｉｔｉｎｇの授業における実践・・・欧米人の思考様式習得のためのパラグラフ暗唱　

　３学年後半の総仕上げの時期には、与えられたテーマについて自らの考えを書くといういわゆる自由英作文の指導の時期に入ると、一気にディベートで培ってきたスキルが活用できる。「自由英作文」は「不自由英作文」と言われるように、あるテーマについて自分の考えをただ好き勝手に羅列するだけでは、読み手にとって論理的で説得力のある文章とは言えない。そこには、日本人の結論を遠回しに伝える楕円形的な思考様式とは決定的に異なり、英語を母語とする人々のトップダウンで直線型的な思考様式に精通することが必要とされている。ディベートと同じ視点が求められるのだ。いわゆる論理展開の型とも言えるべきものを習得する必要がある。ワンパラグラフの主張展開のパターン、つまり自分の主張を的確に伝えるための欧米人の思考様式を徹底して頭の中に刷り込むと効果的なのではないだろうか。アメリカの大学などではエッセイライティングの授業の初歩的段階で、モデルとなるパラグラフを暗唱させるらしい。ここではそれにならって、実際に一昨年の３年後半時点でのパラグラフ暗唱の指導に利用した教材の抜粋を掲載しておきたい。

　最も、パラグラフ暗唱というのはそれだけを意図的にゲリラ的に行ってもあまり意味がなく、日頃から、読解教材で用いた評論文などを復習の段階で繰り返し音読することが結果としてパラグラフ内における様々な主張展開のパターンを無意識のうちにインプットしさらにはインテイクできるのだと私は考えている。

　

≪パターン１≫　Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｉｏｎ（例証）
伝えたい主題を具体的な例を示して説明する！
	It is said that English functions as an international language. For example, including those who speak it as a second language and somehow deal with it in school and fields of business, the number of people who use English is up to one fourth of the world’s population. Because of the large number of users, it is used among non-native speakers from different countries to carry out business in cross-cultural conditions.


 ≪パターン２≫　Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ（分類）
ある主題を複数のタイプに分類して説明する！
	The organization of English essays can be divided into three components: the introductory paragraph, the body paragraph, and the concluding paragraph. The introductory paragraph starts by stating background information followed by one main statement, and the body paragraph includes one topic sentence and supporting sentences. What was explained in the body paragraphs is summarized briefly in the concluding paragraph.


※（A）be divided into （B）「AはBに分けられる」　
　（A） includes　（B）「AはBを含む」
　　　　（A） be classified into （B）「AはBに分類される」などの表現が多用される。

≪パターン３≫　Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｎｔｒａｓｔ（比較対照）
   ふたつのものの類似点、異なる点を説明する！
	Typical university life in the United States is different from that of Japan. Unlike the students who go to university in America, the students who go to universities in Japan do not live by themselves. That is because in America, students need to live in dormitories since, in most cases, it is too far for them to commute to school from their hometowns. There are also many student residences on campus, which allows them to save money and time in order to concentrate on studying.


≪パターン４≫　Ｃａｕｓｅ　ａｎｄ　Ｅｆｆｅｃｔ　（因果関係）
  原因と結果の因果関係を述べる！
	Importing insects from foreign markets onto the domestic market causes serious problems. Breeders often throw them away when they do not need them anymore and when they fail to sell them. However, that causes serious damage to the environment, especially to the ecosystem of domestic insects. As a result, by artificially increasing the number of non-indigenous insects, many kinds of crops are ruined.


· because of ～, due to ～, thus,  therefore,  consequently,  as a result,  (A) causes （B）　などの表現が多用されます。　　　　　　
≪パターン５≫　Ｏｐｉｎｉｏｎ（意見）
	The government should change its policy toward immigrants to this country and accept more of them. The reason for this is that we are facing a decline in the birth rate, and in the future, we will have insufficient laborers to support our industries. In fact, there are many foreign people who want to work hard and diligently, and they are not causing any problems in society.; rather, they are making valuable contributions. I am strongly opposed to the policy of excluding them.


※典型的パターンで、ある考えに賛成か反対かを述べて、自分の立場を指示するパラグラフ。 agree / disagree　, in my opinion （主張）→ the reason for ～, the reason why S+V～ is that Ｓ＋Ｖ・・・・（根拠・理由）→　（再主張）となる。

≪パターン６≫　Ｐｒｏｂｌｅｍ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ（問題解決型）
（問題提起・疑問）→（解決策・答え＝筆者の主張）というパターン
	Japanese society is gradually shifting to an aging society, and the annual birth rate continues to decline. One solution many experts have been discussing on TV is to give working women more opportunities to take maternity leave, so that they can pursue their careers without giving up the hope of having children. But this is still not enough. It is men who need more days off to help their wives who are pregnant. My suggestion is that both men and women should be able to take maternity leave on an equal basis without worrying about retribution.


（４）ディベートの地平線上に見えるものとは？

①仮説に対する考察・・・・授業実践を通して実感したこと。
　　■ディベート的視点からのアプローチで見えてきたもの！
	　(a) ある与えられた事象に対して、その良い点悪い点を多角的に捉えることができる眼

→　批評的思考・論理的思考　

(b) 自分たちが必要とする情報をどのような手段で収集し、またどの情報がより信憑性があるのかを見極める、情報を選別することができる眼

→　情報収集能力と情報弁別能力
 (c) 自分の考えを的確に伝えることだけでなく、相手がどう反論してくるか、自分とは異なる考えを持つ異質なる他者を一度は受け入れようとする態度

→　良きコミュニケーターとしての資質


↓

　　　　価値観の多様化した混沌とした時代を生き抜く力！　
　　　
②３年間というスパンの中での系統的指導は可能なのか？
	１年次
	◎基礎基本の確立！学習習慣の確立！躾の時期！・・・・読解よりもまずは文法！！

徹底して、英文法の基礎基本を定着させることに徹する。一文一文の例文暗唱などを通して、まずは正確な和文英訳の技能を身につけ、文法や構文の知識を運用できる段階まで高める指導に重点を置くべき。ここで気をつけたいのは、従来型の古典的な文法のための文法に陥らないことが大切ではないだろうか。短文の英作文はどんどん行わせる。


↓

	２年次
	◎文法の基礎基本をさらに作文力へと発展させる！

　１年次に一通り学習した文法事項を英文解釈などと絡めながら螺旋状に積みあげる。

◎読解力の基礎力養成！・・・・少しずつ英語の△ロジックを意識させ、刷り込んでいく！
　教科書と並行して初歩的な読解素材を織り込みながら、まずは読み手の立場から書き手の手法をつかむ。論理的思考力の基礎を形作る！音読・シャドーウィングを徹底させる。

※後半以降、ディベート的視点が可能となる。


↓

	３年次
	· 高校英語の完成期・・・・入試だけではない大学入学後も通用する英語力の構築！

　・英語で専門書の原典が「読める」　　・英語でレポートや論文を「書ける」

　・英語による講義を「聞くことができる」　・英語で「プレゼンテーションができる」


【長崎西高英語科グランドデザイン】
	




5 「時代を生き抜く力を身につけさせる」という視点から

  次のような質問を受けたと仮定し，空所(1)，(2)をそれぞれ20～30語の英語で埋める形で答えを完成させよ。(1)，(2)のそれぞれが複数の文になってもかまわない。
Question：
  Do you think reading books will help you acquire the knowledge you need to live in today’s world?

Answer：
  My answer is both yes and no.


  Yes, because (1)                                          

  No, because (2)                                          
［２００９年　東京大学（前期）第２問（Ａ）］
　現代社会の価値観の多様化とともに、善悪に関する倫理的価値観は別として、様々な考え方や生き様といったものが評価され、未来を一元的な尺度では予測しがたい混迷の時代に突入した現代にあって、我々教師に課せられた役割やそれぞれの学校に求められるニーズはこれまで以上に多様なものがある。そのような中で、それぞれの高等学校にはそこへ通う生徒や保護者から求められる役割がるのであり、それもまた学校によって様々に異なるのである。

最後になるが、ここでは、生徒の志を実現させるための進路保証という視点から英語教育を考えてみたい。世間一般の大学受験に対する考え方に「入試の知識は社会で役に立たない」という考えがある。しかし、これは大きな間違いなのではないか。大学入試は時代と密接な関係があり、入試で求められる力は時代を生き抜く基礎力となる。

　　過去を振り返ると、１９７０年代、英語の入試では難解な英語の意味や細かな文法知識を問う問題が中心だった。というのも明治維新以降オイルショックの頃までは外国技術をいち早く導入し、多くのものを生産・輸出することが日本の最優先課題であり、「知識量」の多い人材に価値が置かれたからである。しかし、８０年代に入り、円高ドル安が進行すると輸出産業がダメージを受ける一方で、多くの企業は低コストで生産可能な海外に進出するようになった。また未曾有の海外旅行ブームも到来した。「海外で通じる英語」が重要視されるようになり、大学入試でもコミュニケーション能力といった実用的な英語力の必要性が叫ばれるようになった。さらに、９０年代半ばにＷｉｎｄｏｗｓ９５が発売され、インターネットが普及すると英語教育にさらなる変化が訪れた。インターネットで調べれば、いくらでも知りたい情報が手に入る時代では、「知識量」よりも短時間で多くの問題にいかに対応できるか、つまり、「情報処理能力」が重視されるようになったのである。これを私は、英語教育におけるモダンからポストモダンへの移行だと捉えている。
　　では、今後はどのような英語力が必要とされるのだろうか？２００８年の慶應義塾大学で、その典型的問題が出題された。「ボランティアの人員集めに失敗した原因を分析して打開策を英語で提案する」という問題だ。注目すべきは「この問題には正解・不正解はない」と前置きされていることだ。つまり、今後の時代を生き抜くには「自ら問題点を発見し、解決していく力」が強く求められているわけだ。また、２００８年の東京大学前期では、「今から５０年後の交通手段がどのようになっていて、それが人の生活に与える影響はどのようなものかを５０語程度の英語で述べよ」という出題がなされた。このような問題においては、ただ英語ができるというだけではなく、我々の日々の日常生活や社会の動きに敏感に反応し、社会的事象を自らとの関わりの中で位置づけ解釈することができるかといった複眼的思考力、社会的事象の背後に存在する様々なアスペクトを多角的に考察することができるかという社会学的想像力を備えているかということが試されているのではないかと考えずにはいられない。別の言い方をすれば、入学試験の特徴そのものが、「落とすための入試」から「共に学び、共に日本を支えていく人材を選ぶための入試」に変わっていると言えるのではないだろうか。
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（１）はじめに・・・英語ディベートとの出会い


（２）ディベート大会に向けた取り組み


（３）ディベート的視点を採り入れた授業展開


　　　・仮説の設定


　　　・仮説検証のための実践報告　そのⅠ~そのⅤ


（４）ディベートの地平線上に見えるものとは？


　　①仮説に対する考察・・・授業実践を通して考えたこと。


　　②３年間というスパンの中での系統的指導は可能なのか？


　　③時代を生き抜く力を身に付けさせるという視点から





時代を生き抜く力を付ける英語教育の実践


―ディベート的視点からのアプローチ－





○論理的思考力に基づく読解力の完成


○高度な表現力の完成


○英語を聞き取り、議論できる力の完成





○リスニング中級








○中学英語の定着


○高校基礎英語


○英文法の基礎基本の定着


○語彙力の増強


○リスニング力強化











○基本的な読解のスキルを習得


○文法力を解釈力と


作文力へ昇華させる


○ミクロに考え


マクロに捉える！


→中級イディオム３００


○構文把握読解


→精読


○リスニング中級
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